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御挨拶

会長尾前照雄（九大第二内科教授）

九州大学医学部熱帯医学研究会は、１９６５年の発足以来、熱帯医学の研究及び海

外各国との交流等により医学の発展に寄与することを目的として、毎年国内。国

外へ学術調査剛を派遣してまいりました。今年度も学内、学外の御指鄭と御支援

のもとに、節，６回目の沖縄学術i淵査団、並びにフィリピン・マニラへの海外学術

調査団を派遣することが出来ました。

１，１１細学術ilIwf団は、本年度は、宮古郡多良間村へ派遣し、」ｌｌＩ地にて、高血圧症

を中心とした成人病検診と、食生活調査を行ないました。多良間村における活動

は、今後３年間継続して行なう予定であり、これらの調査結果をもとに、地元住

民の方々の健康の増進に寄与州来るものと存じております。なお本年度の成人病

険診の成果については、九大陵学部同窓会誌上にて発表することがⅢ来ました。

一方、フィリピン．マニラへの海外学術調査団は、現地病院での研修・視察を

行ない、現在の日本では経験出来ない重症感染症患者について実際に学ぶという

幽噸な体験をおさめることが出来ました。また現地の|兵学研究者との交流も深め、

将来の医師としての国際的認識を持つことも出来ました。

以上、木年度も無事に学術調識閲派遣を終えることが出来ましたことを御報告

し、この間、多大なる御支援と御協力とを賜りました学内、学外の関係各位に厚

く御礼申し上げます。
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期間：８月１６日～８月２８日

団員概成

索志郎（九州大学医縦短大数･慨）団長柊山

Ａ・成人病検診旺
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新一（〃２年）

泰三（〃１年）

真理子（九州大学医療短大３年）

寿美 （〃３年）

淳子 （〃２年）

文子 （〃２年）

美智子（ 〃１年）
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1．沖縄学術洲査団

Ⅲ

日高

商倉

B，食生活洲恋班

大里
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芹川

鈴木
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ハツエ

i羊子

伸子

浩子

(東筑紫短大教授）

(精華女子短大教授）

(東筑紫短大）

(梢華女子短大２年）

（〃２年）

行動記録

３月３０日

Ｉ

４月４日

８月１６１１

予州洲燕隊２名

沖縄県宮古郡多良間村にて、沖縄県宮古郡多良間村にて、役場関係者と‘検診のl吾I程、場所、内容等について

話し合う。

先発隊２名桐岡空港発那覇猫県庁脹蕊課、琉球新報ﾋにあいさつ

『
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８月１７日

８月l８Ｅ

８月１９１首

８月２０１１

８ハ２１１コ

８ノｌ２２ｎ

Ｉ

２５日

８月２６日

８月２７円

８ﾉ１２８日

８月２９日

先発隊２鵜宮古籍

宮古保健所にあいさつ

本隊博多港発

先発隊２名多良Ⅲ蒜

下地村艮にあいさつ

厚生課長、洲鴨保健婦さん等と打合わせ

本隊那覇着

先発隊２名

住異票をもとに受診対象者をリスト・アップ

那覇にて出長がﾘｒ↓庁医事釧↓、琉球析柵社にあいさつ

本隊 那胴発

宮古にてM1長が耐,|『保健所にあいさつ

本隊多良置着

団長が村長、役｣:Mi関係背等にあいさつ

保健蹄さん、役場担当者と股終的な打合わせ

検診会場（公民館）の準Ｎｉ

食生活調査班は姉人会の方と会合

成人綱検診開始

食生活洲燕班戸別訪問による調査

成人病,検診終r

24111iMl尿採取（化民の希里者のみ）

採取した険体を梱包、福岡へ空輸

検診結果のまとめ

健康台I限を作製し、保健州さんに手波す。

本職多良間出発

本蛍福岡着
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８月４Ｅ

派遣目的

開発途上1,1<lの阪縦体制や疾辿、衛生状況について研修・視察を行ない、医学地として|E|際

的認拙を持つとともに、各国の医学研究者との交流を深める。

期間：８月４日～８月１４日

団員構成

和（九州大学医学部細菌学教室）

叩（九州大学医学部３年）

司（九州大学医学部２年）

団長

学生

宮

安

川

田正

波道
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行動記録

2．海外学術調査団一フィリピン塞一

１４：５０福岡発

１９：４Oマニラ箱タワー・ホテル油

SanLazaro病院に行き、Ｄｒ・Uylangcoにあいさつ。Ｄｒ・Gonzarezに

病院内を案内していただく。

午前、SanLazaro病院の検査室にて、検査の実際を見学。

午後、病棟見学。

午前、大阪大学の学生と合流し、病棟を見学する。

午後、ジフテリア、破傷風、腸チフス、肝炎などの患者を実際に診察する。ま

た結核患者の胸部Ｘ線写典の読形実:Ｗも行なう。

午前、大腸菌、コレラ菌、腸チフス閑などの染色標本を見学。染色法の実習。

午後、マラリア原虫の血液塗沫標本の見学。

現地の学生とタガイタイヘ観光。

Tondo地IＸの診疲所を見学。

性病外来にて、菌の採取法の実際、標本などを見学。保健所の検査施設を見学。

JoseReyesMemorialHosp、の検燕室の1,,1』学。

St・Ｔｈｏｍａｓ大学に行き、付属病院、諦議棟などを見学する。

１４：３０マニラ発

１９：３Oソウル着チョーソン・ホテル泊

９：４Oソウル発

１０：５０福岡蒲

８月５個

８月６Ｅ

８月７日

８月８日

８月９Ｅ

８月１０日

８月１１日

８月ｌ２Ｅ

８月１３Ｅ

８月１４日

幅
凸



５６年度会計報告

収入

前年度練り越し金

九大同窓会

Ｉ刊際医療団

西日本民生事梁団

柵間中央ライオンズクラブ

福岡天神ライオンズクラブ

福岡９地区ロータリークラブ

一般賛助団体瀞付

学生外会員寄付

自己負担金

沖細班

フィリピン班

会皆

計

支出

１．一般支出

通信・辿絡費

州品購入費

沖縄予仙調査費

計画書作成費

カルテ作成費

報告書作成費

郵送費

医学生会総参加費

雑賛

予備費

計

６

１２，３５９

３５０，０００

３００，０００

２００，０００

２００，０００

２００，０００

１００，０００

５１８，７００

１９５､０００

４７０，２０Ｃ

２９５，３２Ｃ

５ｑＯＯＣ

2，８９１，５７９

７０，０００

５１，５６０

２１８，２４０

４３，０４０

２９，０００

２００，０００

５４，８００

３９，０００

３９，５００

５０，ＯＯＣ

７３２，１４Ｃ



７４５，３２Ｃ

９１６，８８０

７３，００Ｃ

ｌ０５，０８８

２，９３０

６ａ８２５

２５，２７５

１８８，０００

２０‘３４８

計

計 1，４００，３４６

3．フィリピン班支出

渡航前準備費

交通蛮

猫泊滞在費

通信・連絡費

現地活動擬

把録役

雑皆

２８，５４０

５４９，２００

１．２０１５４５

１９，７３０

１０１２０s

１５，０００

２，０９６

2，８９１，５７９

２，８７７，８０６

２沖縄学術調査団支出

交通貨

宿泊管

食賀

通信費

装備費

貨物輸送費

検査費

雑費

以上

収入総額

支出総額

１３』７７３残高
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協賛諸機関団体

九大医学部同窓会

宮古保他所

琉球観光

全日空運輸

国際医療団

多良間村役場

琉球海巡

南西航空

琉球新報社

|ノークラブ

西日本新聞民生事業度

福岡９地区ロータリー

日本チパガイギー

エ－ザイ

西部ガス

メ ルク万有

明治製菓薬品部

中外製薬

岩田屋

パークデービス三共

大日本製薬

マ ルイス三共

サ クラエックスレイ

福岡中央ライオンズクラブ

日本医学研究所一九州

三共製薬

西日本相互鐙行

興和新薬

日本化薬

塩野癌製薬

バイエル製薬

第一似薬

烏焔薬品

フマキラ－

久光製薬

カメラのやなぎ

－９

福岡天神ライオンズク

･・ソド薬品

九州 電 力

福岡相互銀行

ミドリーI・字

藤沢蕊品工業

山之内製薬

福岡銀行

武川薬品工業

台穂ファイザー

大塚 製 薬

富士エックスレイ

三蕊鉛筆九州販売

ラブ



尾前照雄

沢江義即

(会長、九大第二内科教授〕

(九大医旅短大教授）

大西

野村

吉村

福竃

玉田

中村

稲爽

岡村

松〃

前

石田

小野山

楢林

高松

保利

松田

松尼
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一
一

克
恒
健
淳
隆
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頒
敏
広
照
佳
英
和
圭
隆

（九大眼科）

（雌医大眼科）

(産医大公衆術生学）

（九大小児科）

（九大第二外科）

(産医大中央手術部）

(九大輸血部）

(九大第二外科）

(九大第二内科）

(産医大節二内科）

(九大第一病理）

(九大臨床薬]''1）

(九大第二生化学）

(九大麻酔科）

(九大ＩＣＵ）

(九大麻酔科）

(九大整形外科）

(九大小児外科）
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学 生 外 会 員寄付状況


